
平成２７年度　中央区地域活性化事業交付金　交付決定事業　【清新地区】

交付決定

事業の背景 事業の目的 事業の内容 年月日 全体額 申請額 交付金額

1
清新ご近所みまもり
活動推進委員会

清新ご近所みまもり活
動推進事業

　困りごとを抱えた住民は、他者に相談する方法
があることを知らなかったり、相談すること自体
を敬遠したりしているため、当事者からのSOSは
発信されにくい。
　一方、近所の住民は、当事者でない自分が勝
手に外部に連絡・相談することにためらいがあ
り、結果、連絡や相談をせずに終わることが多
い。
　また、地域住民と定期的に接触する機会があ
る地域の事業所・営業所等から情報が寄せられ
る事はあるが、その情報収集と活用は低調であ
る。
　そのため、深刻で重大な事態を招くことがあ
る。

住民が抱えている困りごとが重大深刻な事態に
なる前に、いち早く支援組織に繋いて支援が開
始されるよう、それを可能にする第一報を発信し
やすくすること、その手立てを講じることを目的と
する。

平成２７年度は事業の更なる定着を推し進める
ため、以下の事業を実施する。
１　未配布世帯への配布
・未配布は約10,500世帯。昨年度４地区（小原
町、中央1丁目、清新仲町、サンヴェール橋本）
での先行配布実績により、懸念された自治会未
加入世帯への配布は自治会と民生委員とで協
力し配布。
・一般の広告配布物と勘違いされる懸念が皆無
ではないので、配布形態・方法を更に工夫する。
２　地域住民の意識改善につながる情報宣伝及
び広報活動の強化
・地域ケア会議での活動状況報告、サロン向け
紙芝居を作成する（中央区安全・安心と夢・希望
のプロジェクト実行委員会）など広報活動が進ん
でいる。
・また、公民官報、広報さがみはら、福祉ニュー
ス、中央区の地域紹介のタペストリーで本活動
を紹介している。
・今年度は地域による更なるみまもり活動の定
着及び充実を図るため、様々な広報媒体を通じ
て事業内容及び事業活動の周知を図る。
３　地域事業所、営業所、販売店との更なる連携
強化のための施策展開
・「市と協定を結び既に実施中」「清新地区限定
の活動は難しい」との意見が多い。
・そのため、みまもり活動推進上、重要な課題と
認識し、今後も連携を図るための施策について
検討を継続する。

7月17日 1,200,000 1,200,000 1,200,000

2清新ラジオ体操の会
清新ラジオ体操による
健康増進事業

本格的な高齢社会を迎える中、高齢者一人ひと
りが自立して、健康に過ごしていくことが大切で
あるが、高齢化に伴い住民同士の交流する機会
が少なくなり、住民同士の十分なコミュニケー
ションが図られていない現状があるため、高齢
者の引きこもりや孤独死の防止等の問題を未然
に防ぐ必要性が高まってきている。

・高齢者同士の親睦と健康保持
・気がかりな異変を未然に防ぐ
・一人暮らしの生活者の見守りと孤立死の防止

　清新地区の高齢者の健康保持や生きがいの
一つとなるように、毎週木曜日午前7：30から10
分間、矢懸公園に集まってもらい、楽しくラジオ
体操を実施し、高齢者の健康保持及び参加者
同士コミュニケーションを図る。
　また、毎回、出席等を確認することで、不参加
が続く方などがいた場合等は、安否確認等を実
施することも検討。
　なお、「中央区　安全・安心と夢・希望のプロ
ジェクト」の福祉・健康プロジェクト班とも連携し、
事業を発展させる。

7月17日 215,000 215,000 215,000

事業予算（単位：円）
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3
清新地区自治会加
入促進委員会

清新地区自治会加入活
動による加入率向上事
業

清新地区では、自治会加入率が年々低下しつ
つあり、清新地区全体として自治会加入活動に
より加入率向上を図る必要がある。

自治会未加入者等に対して清新地区における
自治会活動への理解を深めることで、自治会へ
の加入率向上を図り、清新地区の安全で安心の
まちづくりを進める。

自治会加入促進を図るのぼり旗、横断幕、ポス
ターを作成し、清新地区全１６自治会に掲示等を
行うとともに、地域情報誌や清新地区防災マップ
等を活用した加入活動を実施する。特に自治会
未加入者に対しては昨年度作成した防災マップ
等を個別に配布し、自治会活動への理解を得る
などして、自治会加入を促進する。
また、町民運動会等のイベントにおいて、これら
の加入促進ツールを活用して自治会加入率の
向上を図る。

7月17日 800,000 800,000 800,000

4
相模線桜並木保存
実行委員会

相模線沿い桜並木の美
化事業

桜並木は多くの周辺住民の憩いの場・コミュニ
ティの場・ウォーキング・散歩道に利用されてい
るほか、小山小学校・小山中学校の通学路に
なっているため環境美化として、桜の木の根の
保護のための継続的な芝桜の植栽等の維持管
理を行うことが必要である。

①桜の木の延命
②桜並木道路全体の美化を図る
③通学路として利用する児童・生徒の情操教育
に寄与する
④地域コミュニティの場として活用

平成２４年度から３年間、相模線沿い桜並木の
美化事業として、芝桜の植栽及び散歩道の美化
活動を中心に行ってきたが、今年度からは、更
なる強化事業として以下の事業を行う。
① 芝桜の苗木の育成
② 遊歩道全域の清掃並びにあじさい及びさつき
の剪定
③ 小山小学校との連携による植栽授業の実施
及び地子連との連携による植栽の実施
④ 芝桜の育成不適応箇所への対応（玉竜等の
適応植物の植栽）

11月24日 200,000 200,000 200,000

2,415,000 2,415,000 2,415,000


